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Synthesis of selenoether precursors by ortho-direct selenylation of benzaldehydes was 

carried out. Upon the treatment of Lewis acid on the selenoethers, the desired selenopyrylium 

salts were successfully synthesized, which are confirmed by their NMR and mass spectroscopy. 
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これまでに我々はホルミル基を有するチオエーテルにブレンステッド酸もしくは

ルイス酸を作用させ、チオピリリウム塩が得られることを報告した 1,2)。しかし、高周

期類縁体であるセレノエーテル前駆体でもこの反応が進行するかは不明であり、本合

成法の有用性を実証する必要がある。そこで本研究では、ベンズアルデヒド類のオル

トセレニル化により、セレノエーテル 1a–1dを合成し、セレノエーテルの分子内環化

反応によるセレノピリリウム塩 2a–2dの合成と性質解明を行った。 

論文 3)を参考に、1-ナフトアルデヒドを用いて反応を行ったところ、対応するセレ

ノエーテル 1aを収率 19%で得た。セレノエーテルにルイス酸としてトリフルオロメ

タンスルホン酸トリメチルシリルを用いたところ、セレノピリリウム塩 2a を赤色粉

末状物質として収率 59%で得ることに成功した。様々なアルデヒド誘導体を用いて

同様に反応を行い、セレノピリリウム塩 2b–2dの合成にも成功し、それらの構造は各

種 NMR、質量分析により決定した。合成した 2a–2dの電子状態を明らかにするため

に、紫外可視吸収スペクトルを測定し考察したので併せて報告する。 
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